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指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

1）前立腺癌をはじめとする泌尿器悪性腫瘍、下部尿路機能障害および腎移植に関する先端医療
2）下部尿路機能障害、前立腺肥大症、女性骨盤底障害に対する臨床研究および分子生物学的手法を用いた基礎研究
3）新しい時代のニーズに応え、質の高い医療を提供できる泌尿器科専門医を育成する

診療科（講座）紹介

平成 7 年  名古屋市立大学卒業
臨床専門分野
１）腹腔鏡下手術、ロボット支援手術
２）尿路悪性腫瘍
３）小児泌尿器科
研究分野
１）ゲノム薬理学に基づく前立腺肥大症に
　　対するオーダーメード医療
２）生殖内分泌学（遺伝子治療・環境ホル

モン）部長（教授）　　 

小島　祥敬

 1 ）日本泌尿器科学会 代議員
 2 ）日本排尿機能学会 理事
 3 ）日本泌尿器内視鏡学会 理事
 4 ）日本小児泌尿器科学会 評議員
 5 ）日本アンドロロジー学会 評議員
 6 ）泌尿器科分子・細胞研究会 評議員
 7 ）日本癌治療学会 会員
 8 ）日本内視鏡外科学会 会員
 9 ）日本夜尿症学会 会員
10）日本分子生物学学会 会員
11）Société Internationale d'Urologie Active Member
12）American Urological Association International Member
13）International Continence Society Member
14）The Endourological Society Member

学会活動

平成15年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）泌尿器内視鏡手術
２）女性泌尿器科
研究分野　
１）女性下部尿路疾患
２）尿路上皮癌

講師  片岡　政雄
平成15年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）下部尿路機能
２）男性不妊症
３）尿路癌・精巣腫瘍
研究分野　
１）男性不妊症
２）尿路癌
趣味：旅、野球観戦

講師  小川総一郎

平成23年 獨協医科大学卒業
臨床専門分野
１）泌尿器科悪性腫瘍
研究分野
１）泌尿器科悪性腫瘍

助教  胡口　智之

平成24年 愛知医科大学卒業
臨床専門分野
１）泌尿器悪性腫瘍
２）泌尿器内視鏡手術

助手  本田瑠璃子
東京学芸大学附属高等学校（東京都）卒業
平成29年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）泌尿器科一般
趣味：登山

助手  今井　仁美

平成22年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）腎移植
２）排尿障害（前立腺肥大症）
研究分野　
１）排尿障害（前立腺肥大症）

学内講師    秦　　淳也

福島県立福島高等学校卒業
平成17年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）排尿障害
研究分野　
１）排尿障害

講師  赤井畑秀則

平成26年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）泌尿器科一般
研究分野　
１）排尿機能

助手  松岡香菜子

平成19年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）泌尿器悪性腫瘍
２）小児泌尿器疾患
３）泌尿器内視鏡手術
研究分野
１）前立腺肥大

助手  佐藤　雄一
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後期研修プログラム

大学院・留学について

専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標

後期研修協力病院

専攻医の研修内容 執刀手術1年次研修病院

専攻医の研修内容 執刀手術2、3年次研修病院

専攻医の研修内容 執刀手術4年次研修病院

福島県立
医科大学
附属病院
もしくは
連携施設

　臨床系大学院進学を希望する方には、後期研修医として
給料をもらいながら4年間で学位（博士号）と泌尿器科専
門医を一緒に取得できる本学独自のコースが用意されてい
ます。また、当科には国際的に高い評価を受けている研究
が多いので、専門医になった後でも容易に学位を取得する
ことができます。現在までに、研究を終えた医局員は全員

1）泌尿器科専門医の取得に必要な研修期間は、卒後臨床研修
2年に泌尿器科専門医研修4年間を加えた計6年間です。

2）2年間の卒後臨床研修修了後の4月から6月の間に、研
修施設と日本泌尿器科学会専門医制度審議会に「研修開
始宣言」を行い、専門研修を開始します。

3）専門研修3年間を修了すると泌尿器科専門医の受験資格
が得られます。したがって、専門医研修4年目の8月に
実施される資格試験に合格し、翌年3月31日まで研修を
修了すると泌尿器科専門医を取得できます。

4）経験した症例及び手術件数をまとめた診療実績記録を
提出する必要があります。

5）卒後・生涯教育プログラム、学会発表、学会参加により
教育研修単位を100単位以上取得しなければなりません。

6）泌尿器科専門医を取得することにより、「泌尿器腹腔鏡
技術認定医」の受験資格を得ることができます。

・泌尿器科専門知識として発生学、局所解剖、生
殖生理、感染症、腎生理学、内分泌学を学ぶ。

・診察：外来および入院患者の病歴聴取から症
状を把握し鑑別診断から診断にいたるまでの
プロセスを習得する（具体的な症状に関しては
専攻医研修マニュアルの16ページを参照）。

・検査：腹部診察と超音波画像検査、検尿、前立
腺、精巣の触診が自ら行うことができる。尿道
膀胱鏡検査と尿管カテーテル法、ウロダイナミ
ックス（尿流測定、膀胱内圧測定）、各種生検
法（前立腺、膀胱、精巣）、X線検査（KUB、
DIP、膀胱造影、尿道造影）が自ら行うことが
できる

・手術：疾患および各患者の医学的背景に応じ
て適切な手術方法を選択することができる。
診療科でのカンファレンスでプレゼンテーショ
ンを行うことができる。患者および家族に手
術に関する説明を行うことができる。施行され
た術式に関しては詳細な手術記録を記載し術
後のカンファレンスでプレゼンテーションを行
う。研修終了に必要な手術術式および件数に
関しては専攻医研修マニュアルの24ページを
参照する。

・基本的診療能力（コアコンピテンシー）：良好
な医師患者関係を築くことができる。医療安
全、医療倫理、感染対策に関する考え方を身に
つける。チーム医療の重要性を理解する。

・学術活動：日本泌尿器科学会総会、地区総会、
地方会へ積極的に参加する。学会主催の卒後
教育プログラムを受講する。

術者として
経尿道的膀胱腫瘍
切除術
経尿道的前立腺切
除術
経尿道的膀胱砕石術
陰嚢手術（陰嚢水腫
根 治 術 、精 巣 固 定
術、去勢術）
経皮的腎瘻造設術
経皮的膀胱瘻造設術
助手として
開腹手術（腎、前立
腺、膀胱、その他）
腹腔鏡手術（副腎、
腎、前立腺、その他）
ロボット支 援 手 術

（前立腺、その他）
男子不妊症
小児泌尿器科手術
女性泌尿器科手術
腎移植手術
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福島県立
医科大学
附属病院
もしくは
連携施設

・2-3年次に習得した泌尿器科専門知識および
泌尿器科専門技能をさらに発展させ、臨床効
用ができる。

・4年次は再度大学病院での研修を行う。2-3年
目での連携病院における一般的泌尿器疾患に
対する経験をもとにさらに専門性の高いある
いは複雑な症例に対するマネージメントを習
得する。特に福島県立医科大学泌尿器科では
尿路生殖器悪性腫瘍に対する腹腔鏡下手術、
ロボット支援手術を多数行っているためこれら
の手術に対する経験を深める。さらに腎移植
術、男子不妊症、小児泌尿器科疾患、女性泌尿
器科疾患に対する特徴的な治療を積極的に行
っているためこれらの研修を希望する場合に
はこれらの手術を重点的に経験してもらうこ
とができる。

・将来的にサブスペシャリティーとする分野に関
し積極的に症例に取り組むとともに学会やイ
ンターネットを通じてより高度で専門的な内容
を見につける。

・基本的診療能力（コアコンピテンシー）：良好
な医師患者関係を築くことができる。チーム医
療において責任をもってリーダーシップを発揮
できる。医療安全や院内感染対策の診療科担
当者をサポートできる。

・学術活動：臨床研究を行い自ら学会発表、論文
発表を行う。

術者として
経尿道的膀胱腫瘍
切除術
経尿道的前立腺手術
陰嚢手術（陰嚢水腫
根 治 術 、精 巣 固 定
術、去勢術）
腎摘除術
経皮的腎瘻造設術
経皮的膀胱瘻造設術
助手として
開腹手術（腎、前立
腺、膀胱、その他）
腹腔鏡手術（副腎、
腎、前立腺、その他）
ロボット支 援 手 術

（前立腺、その他）
男子不妊症
小児泌尿器科手術
女性泌尿器科手術
腎移植手術
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連携施設
もしくは
福島県立
医科大学
附属病院

・1年次に習得した泌尿器科専門知識をさらに発
展させ、臨床効用ができる。

・検査：以下の検査に関して指示、依頼を行い、
または指導医のもとで実施し、自ら結果を判
定または評価することができる。内分泌学的
検査（下垂体、副腎、精巣、副甲状腺）、精液検
査、ウロダイナミックス（プレッシャーフロース
タディー）、腎生検、腎盂尿管鏡検査、X線検査
（逆行性腎盂造影、順行性腎盂造影、血管造
影、CTなど）、核医学検査（PET、レノグラム、
腎シンチ、骨シンチ、副腎シンチ、上皮小体シ
ンチ）、腎機能検査（クレアチニンクリアラン
ス、分腎機能検査なと）、MRI検査

・手術：泌尿器科的処置として膀胱タンポナーデ
に対する凝血塊除去や毛尿道的膀胱凝固術、
急性尿閉に対する経皮的膀胱瘻造設術、急性
腎不全に対する急性血液浄化法、double Jカ
テーテル留置、経皮的腎臓造設術を行うこと
ができる。また研修先の診療拠点病院の専門
としている手術に関しては上級医の指導のも
とさらに積極的に手術に関与することを目標
とする。

・基本的診療能力（コアコンピテンシー）：良好
な医師患者関係を築くことができる。実際の
診療およびチーム医療の一員として泌尿器科
診療能力をさらに向上させる。同僚および後
輩へ教育的配慮ができる。

・学術活動：学会において症例報告を行う。臨床
研究の重要性や手法について理解する。

術者として
経尿道的膀胱腫瘍
切除術
経尿道的前立腺手術
陰嚢手術（陰嚢水腫
根 治 術 、精 巣 固 定
術、去勢術）
体外衝撃波結石破
砕術
内視鏡下結石破砕術

（TUL,PNL）
腎瘻造設術
腎摘除術
膀胱瘻造設術
助手として
腹腔鏡下手術
開腹手術（腎、前立
腺、膀胱、その他）
内視鏡下結石破砕術
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関連病院名 所在地 指導医名

村木　　修

橋本　　樹

亀岡　　浩

栁田　知彦

馬目　雅彦

吉田　純也

鈴木　孝行

千葉　茂寿

細井　隆之

中野　路子

松岡　久光

伊東　賢二

科　　　長

科　　　長

部　　　長

部　　　長

診 療 部 長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

科　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

公立藤田総合病院

総合南東北病院

星総合病院

太田西ノ内病院

公立相馬総合病院

大原綜合病院

済生会福島病院

寿泉堂綜合病院

竹田綜合病院

塙厚生病院

枡記念病院

太田熱海病院

国 見 町

郡 山 市

郡 山 市

郡 山 市

相 馬 市

福 島 市

福 島 市

郡 山 市

会津若松市

塙 　 町

二本松市

郡 山 市

職　名
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指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ
　今、泌尿器科は国内・国外を問わず大変注目される時代に
なりました。その背景として、今世紀に入って泌尿器科疾患
が急増していることを挙げることができます。例えば、欧米
男性に多い前立腺癌は、今後、日本において癌死をもたらす
悪性腫瘍の中でその増加率が第一位になることが予測されて
います。前立腺癌に対して私たちが行っているロボット支援
前立腺全摘除術の件数は全国トップレベルであり、また術後
QOL向上を目指した取り組みは、世界的にも高い評価を受け
ています。また、頻尿や尿失禁のようにQOLを損なう疾患も
実に多くなり、高齢化社会では深刻な問題になってきまし
た。これらは、前立腺肥大症、過活動膀胱、腹圧性尿失禁と
呼ばれる疾患ですが、特に過活動膀胱については、おおよそ
810万人もの患者さんのいることが最近の疫学調査から明らか
にされています。このように患者数の多さを例にしても、泌
尿器科専門医のニーズが高まっています。
　そこで、研修医の皆さんには、新しい時代を担う泌尿器科
について是非考えていただき、泌尿器科専門医への道を選択
なさるように自信をもってお奨めします。福島県立医科大学
泌尿器科の後期研修（専門医研修）の特徴は、様々な泌尿器
疾患の個性を尊重した指導を行なっている点にあります。診
療の現場では指導医と研修医は納得がいくまで良く話し合
い、治療方針の決定や手術手技の指導がなごやかで自由な雰
囲気のもとで行なわれております。また、当科の専門医研修
は大学附属病院と症例が多く選別された教育指定病院で研修
をすることになります。

が学位を取得しております。さらに、国際学会での発表の
機会も多く、将来は当科と連携しているアメリカやヨーロ
ッパの大学へ留学することも可能です。
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